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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第１四半期連結
累計期間

第60期
第１四半期連結
累計期間

第59期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

営業収益（百万円） 77,658 99,270 339,049

経常利益（百万円） 1,107 186 2,744

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（百万円）
1,267 △592 1,119

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△1,664 2,294 11,974

純資産額（百万円） 79,822 94,836 92,290

総資産額（百万円） 155,574 178,405 173,664

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

30.04 △14.03 26.53

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 36.1 36.1 36.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,084 △115 8,910

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,861 △1,786 △9,694

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,152 △886 △1,049

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
23,032 22,093 24,467

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．上記の百万円単位の金額は、四捨五入で記載しております。

４．第59期第１四半期連結累計期間及び第59期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につき

ましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第60期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額につきましては、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

５．第60期第１四半期連結会計期間より、一部の関係会社において国際会計基準第19号「従業員給付」（平成23

年６月16日改訂）を適用しております。当該会計方針の変更は遡及適用されるため、第59期第１四半期連結

累計期間及び第59期の純資産額、総資産額及び自己資本比率は遡及適用後の数値を記載しております。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間の世界経済は、日本は景気対策による円安へ移行、米国では国内消費が回復基調となり

ましたが、欧州の長引く経済低迷と中国を始めとする一部アジア地域での成長鈍化により、国際物流市場は大きな

改善が見られず、特に航空貨物市場においては世界的に低調に推移しました。

　このような環境の下、当社グループの貨物取扱量は、海上事業では事業統合により前年同四半期比で増加しました

が、航空事業は日本発を中心に減少しました。本年度は、業務改革プロジェクトを立ち上げ業務効率化を図りコスト

競争力の向上を目指します。

　これらの結果、営業収益は前年同四半期比27.8％増の99,270百万円、営業損失は140百万円（前年同四半期は営業

利益447百万円）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

① 日本

　航空事業は、輸出で電子・電気機器関連品等の荷動きが低調に推移し、取扱重量は前年同四半期比23.1％減となり

ました。輸入は航空機関連品や医療機器関連品の取扱いがあったものの、取扱件数は前年同四半期比1.6％減となり

ました。

　海上事業は、輸出で工作機械等の出荷もありましたが活況感に乏しく、取扱実績（TEU）は前年同四半期比8.0％減

となりました。輸入は自動車関連部品や衣料品等の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比4.0％増となりまし

た。

　これらの結果、国内連結子会社を含めた営業収益は17,853百万円（前年同四半期比11.4％減）、セグメント利益

（営業利益）は９百万円（同95.2％減）となりました。

　

② 米州

　航空事業は、輸出で医療機器関連品等の荷動きがあり、取扱重量は前年同四半期比2.6％増となりました。輸入は自

動車関連部品や航空機関連品等の取扱いがありましたが、取扱件数は前年同四半期比0.1％減となりました。

　海上事業は、輸出で自動車関連部品等の出荷があり、取扱実績（TEU）は前年同四半期比61.0％増となりました。輸

入は消費財関連等の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比10.8％増となりました。

　ロジスティクス事業は、個人消費の回復により消費財関連の荷動きがありましたが、期待した水準までには至りま

せんでした。

　これらの結果、営業収益は22,715百万円（前年同四半期比32.0％増）、セグメント損失（営業損失）は57百万円

（前年同四半期はセグメント損失77百万円）となりました。

　なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第１四半期連結累計期間が97.72円、前年同四半期が80.77円であります。

　

③ 欧州

　長期化する欧州経済低迷が、航空、海上、ロジスティクス各事業に影響を与え厳しい事業環境が継続しています。

　航空事業は、輸出入共に日本を含めたアジア発着の荷動きが低迷し、前年同四半期比で輸出取扱重量は26.6％減、

輸入取扱件数は5.0％減となりました。

　海上事業は、輸入では販売拡大により自動車関連品の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比28.8％増となりま

したが、輸出は荷動きが低迷し取扱実績（TEU）で13.3％減となりました。

　ロジスティクス事業は、地域により販売状況の強弱が見られますが全体として低調に推移し、厳しい損益となりま

した。

　これらの結果、営業収益は21,564百万円（前年同四半期比18.7％増）、セグメント損失（営業損失）は127百万円

（前年同四半期はセグメント利益55百万円）となりました。

　なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第１四半期連結累計期間が126.96円、前年同四半期が104.89円であり

ます。
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④ 東アジア

　航空事業は、輸出で電子・電気機器関連品等の荷動きがありましたが、取扱重量は前年同四半期比2.6％減となり

ました。輸入では液晶関連品取扱いの反動減もあり、取扱件数は前年同四半期比1.9％減となりました。

　海上事業は、輸出で中国の事業統合効果があり、取扱実績（TEU）は前年同四半期比135.3％増となりました。輸入

は日本発の工作機械等の取扱いがあり、取扱件数は前年同四半期比8.2％増となりました。

　ロジスティクス事業は、休日による稼働日の減少もあり、販売を押し下げ損益は厳しいものとなりました。

　事業統合効果による販売拡大はあったものの、航空事業、海上事業ともに貨物取扱量は計画値に届きませんでし

た。また、競争激化による粗利の低下に加えて損益の厳しい取扱いも継続しました。　

　これらの結果、営業収益は19,504百万円（前年同四半期比83.2％増）、セグメント損失（営業損失）は788百万円

（前年同四半期はセグメント損失258百万円）となりました。

　

⑤ 南アジア・オセアニア

　航空事業は、マレーシア法人の連結化が寄与し輸出取扱重量は前年同四半期比4.8％増、輸入取扱件数は前年同四

半期比8.5％増となりました。

　海上事業は航空事業同様の連結効果に加え、輸出は自動車関連部品や電子・電気機器関連品等の出荷により取扱

実績（TEU）は前年同四半期比32.9％増となりました。輸入では消費財関連等の荷動きがあり、取扱件数は前年同四

半期比5.2％増となりました。

　ロジスティクス事業においても、自動車関連部品等の取扱いが拡大し販売が増加しました。

　これらの結果、営業収益は19,082百万円（前年同四半期比51.6％増）、セグメント利益（営業利益）は915百万円

（同44.3％増）となりました。

　

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、115百万円の営業活動に

よる支出、1,786百万円の投資活動による支出及び886百万円の財務活動による支出に為替相場変動の影響を加味し

た結果、前連結会計年度末に比べ2,374百万円減少し22,093百万円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの増減要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間において営業活動の結果支出した資金は115百万円（前年同四半期は3,084百万円の収

入）となりました。

　これは主に減価償却費1,400百万円(前年同四半期比340百万円増)及び営業債権の減少額1,570百万円（同1,148百

万円増）を計上した一方で、営業債務の減少額2,021百万円（同808百万円増）及びその他の減少額1,291百万円

（前年同四半期はその他の増加額1,468百万円）を計上したこと等によります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は1,786百万円（前年同四半期比75百万円減）

となりました。

これは主に固定資産の売却による収入558百万円（前年同四半期比484百万円増）を計上した一方で、定期預金の

預入による支出942百万円（同628百万円増）、固定資産の取得による支出1,476百万円（同80百万円増）を計上し

たこと等によります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間において財務活動の結果支出した資金は886百万円（前年同四半期比266百万円減）と

なりました。

これは主に長期借入金の返済による支出482百万円（前年同四半期比260百万円増）及び配当金の支払額368百万

円（同42百万円減）を計上したこと等によります。　

　

EDINET提出書類

郵船ロジスティクス株式会社(E04360)

四半期報告書

 4/21



（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 42,220,800 42,220,800
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数 100株

計 42,220,800 42,220,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 42,220,800 － 4,301 － 4,744

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 （平成25年６月30日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　50,900 － 単元株式数 100株　

完全議決権株式（その他） 普通株式　42,113,000 421,130 同上

単元未満株式 普通株式　　　56,900 － －

発行済株式総数 　　　　　42,220,800 － －

総株主の議決権 － 421,130 －

　（注）「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が40株含まれております。

 

②【自己株式等】

　 （平成25年６月30日現在）

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

郵船ロジスティクス

株式会社　

東京都港区芝公園二丁目

11番１号
50,900 － 50,900 0.12

計 － 50,900 － 50,900 0.12

　（注）上記のほか株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が40株あります。

        なお、当該株式は上記①「発行済株式」の「単元未満株式」の欄に含まれております。

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,186 24,697

受取手形及び営業未収入金 70,539 72,315

貯蔵品 145 159

繰延税金資産 1,392 1,460

その他 7,362 9,300

貸倒引当金 △924 △940

流動資産合計 104,700 106,991

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 42,042 45,144

減価償却累計額 △19,052 △19,654

建物及び構築物（純額） 22,990 25,490

機械装置及び運搬具 19,585 20,522

減価償却累計額 △13,400 △14,025

機械装置及び運搬具（純額） 6,185 6,497

工具、器具及び備品 13,462 14,105

減価償却累計額 △9,344 △9,852

工具、器具及び備品（純額） 4,118 4,253

土地 16,382 16,583

建設仮勘定 1,953 610

有形固定資産合計 51,628 53,433

無形固定資産

のれん 3,054 3,389

その他 4,852 5,194

無形固定資産合計 7,906 8,583

投資その他の資産

投資有価証券 2,898 2,612

繰延税金資産 2,535 2,611

その他 4,305 4,496

貸倒引当金 △308 △321

投資その他の資産合計 9,430 9,398

固定資産合計 68,964 71,414

資産合計 173,664 178,405
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 32,747 32,978

短期借入金 3,339 3,298

未払法人税等 892 889

繰延税金負債 51 62

賞与引当金 2,047 2,712

役員賞与引当金 － 64

独禁法関連引当金 1,451 1,521

その他 21,498 22,699

流動負債合計 62,025 64,223

固定負債

長期借入金 12,895 12,982

繰延税金負債 335 322

退職給付引当金 4,955 5,105

役員退職慰労引当金 467 323

その他 697 614

固定負債合計 19,349 19,346

負債合計 81,374 83,569

純資産の部

株主資本

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 4,733 4,733

利益剰余金 56,866 55,985

自己株式 △69 △69

株主資本合計 65,831 64,950

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 87 147

在外子会社の年金債務調整額 △421 △419

繰延ヘッジ損益 △7 △5

為替換算調整勘定 △2,227 △266

その他の包括利益累計額合計 △2,568 △543

少数株主持分 29,027 30,429

純資産合計 92,290 94,836

負債純資産合計 173,664 178,405
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

営業収益 77,658 99,270

営業原価 65,263 84,806

営業総利益 12,395 14,464

販売費及び一般管理費 11,948 14,604

営業利益又は営業損失（△） 447 △140

営業外収益

受取利息 38 45

受取配当金 26 40

為替差益 216 72

持分法による投資利益 159 18

その他 331 292

営業外収益合計 770 467

営業外費用

支払利息 52 92

固定資産除却損 6 3

その他 52 46

営業外費用合計 110 141

経常利益 1,107 186

特別利益

固定資産売却益 － 139

負ののれん発生益 1,279 －

特別利益合計 1,279 139

税金等調整前四半期純利益 2,386 325

法人税等 780 479

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,606 △154

少数株主利益 339 438

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,267 △592
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,606 △154

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △88 61

繰延ヘッジ損益 － 5

為替換算調整勘定 △3,437 2,320

持分法適用会社に対する持分相当額 192 60

在外子会社の年金債務調整額 3 2

持分変動差額 60 －

その他の包括利益合計 △3,270 2,448

四半期包括利益 △1,664 2,294

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △591 1,116

少数株主に係る四半期包括利益 △1,073 1,178
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,386 325

減価償却費 1,060 1,400

固定資産売却損益（△は益） △57 △178

固定資産除却損 6 3

のれん償却額及び負ののれん発生益（△は益） △1,103 243

持分法による投資損益（△は益） △159 △18

賞与引当金の増減額（△は減少） 681 612

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 47 11

退職給付引当金の増減額（△は減少） 140 69

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 33 △144

貸倒引当金の増減額（△は減少） 33 △9

受取利息及び受取配当金 △64 △85

支払利息 52 92

為替差損益（△は益） 15 △67

営業債権の増減額（△は増加） 422 1,570

営業債務の増減額（△は減少） △1,213 △2,021

その他 1,468 △1,291

小計 3,747 512

利息及び配当金の受取額 95 81

利息の支払額 △59 △79

法人税等の支払額 △699 △629

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,084 △115

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △314 △942

定期預金の払戻による収入 241 150

貸付けによる支出 △1 △9

貸付金の回収による収入 5 13

固定資産の取得による支出 △1,396 △1,476

固定資産の売却による収入 74 558

投資有価証券の取得による支出 △1 △43

子会社株式の取得による支出 △1,246 －

関係会社出資金の払込による支出 － △74

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△39 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

458 －

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の取得
による収入

392 －

その他 △34 37

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,861 △1,786

EDINET提出書類

郵船ロジスティクス株式会社(E04360)

四半期報告書

13/21



（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △219 44

長期借入れによる収入 － 56

長期借入金の返済による支出 △222 △482

リース債務の返済による支出 △118 △56

配当金の支払額 △410 △368

少数株主への配当金の支払額 △183 △80

その他 0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,152 △886

現金及び現金同等物に係る換算差額 △898 608

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △827 △2,179

現金及び現金同等物の期首残高 23,646 24,467

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 118

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 213 －

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の期首残高増減額（△は減少）

－ △313

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 23,032

※1
 22,093
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　（１）連結の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間において、Yusen Logistics (Belgium) N.V.は、Yusen Logistics (Benelux) B.V.

との吸収合併により消滅会社となったため、連結の範囲から除外しております。

　また、Double Wing Spirit Service Co.,Ltd.及びShenzhen Yusen Freight Service Co.,Ltd.は、重要性が増

したため当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 

　（２）連結子会社の決算日の変更

　従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であったTASCO Berhad他９社については、同日現在の財務諸表を利

用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っておりましたが、決算日を12月31日

から３月31日に変更したことにより、当第１四半期連結累計期間は平成25年４月１日から平成25年６月30日ま

での３か月間を連結しております。

　この変更に伴い、平成25年１月１日から平成25年３月31日までの損益は、利益剰余金の増減として調整してお

ります。

　

（会計方針の変更）

（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更）

　国際会計基準第19号「従業員給付」（平成23年６月16日改訂）が、平成25年１月１日以後開始する連結会計年度

から適用されることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間より、一部の関係会社において当該会計基準

を適用しております。

　当該会計方針の変更は遡及適用され、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度にお

ける当該遡及適用による影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１．偶発債務

（１）連結会社以外の会社の取引、借入金について債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

従業員 10百万円 従業員 9百万円

Yusen Travel（Singapore）Pte.Ltd.34 Yusen Travel（Singapore）Pte.Ltd.40

Yusen Travel（Hong Kong）Ltd.6 Yusen Travel（Hong Kong）Ltd.7

Yusen Logistics (Bangladesh) Ltd. 46 Yusen Logistics (Bangladesh) Ltd.49

計 96 計 105

 

（２）当社は、国際航空貨物利用運送サービスに係る米国独禁法違反の嫌疑に関して平成20年１月より調査を

受けておりましたが、平成25年３月８日、米国司法省との間で罰金15,428,207米ドルの支払いを内容とする答

弁合意書の締結に応じ、今後裁判所の承認を受ける予定です。また米国において世界中の国際利用運送事業者

60社超が種々のカルテル行為を行ったとする集団民事訴訟があり、その結果は、当社の経営成績に影響を及ぼ

す可能性がありますが、その結果を合理的に予測することは困難であります。

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下

記のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

現金及び預金勘定 24,205百万円 24,697百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,173 △2,604

現金及び現金同等物 23,032 22,093

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 422 10平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 380 9 平成25年３月31日平成25年６月28日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 米州 欧州 東アジア
南アジア・
オセアニア

合計

営業収益         

外部顧客への営業収益 20,03716,81717,80410,51412,48677,658 － 77,658

セグメント間の内部営業収益

又は振替高
105 397 366 130 98 1,096△1,096 －

計 20,14217,21418,17010,64412,58478,754△1,096 77,658

セグメント利益又は損失（△） 193 △77 55 △258 634 547 △100 447

　（注）１．セグメント利益の調整額△100百万円は、のれんの償却額等であります。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。　

　

　（のれんの金額の重要な変動）

　　重要な変動はありません。　

　

　（重要な負ののれん発生益）

　当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の再編

と統合を実施いたしました。これにより、負ののれん発生益1,279百万円を当第１四半期連結累計期間におい

て特別利益に計上しております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 米州 欧州 東アジア
南アジア・
オセアニア

合計

営業収益         

外部顧客への営業収益 17,72622,18421,25619,16218,94299,270 － 99,270

セグメント間の内部営業収益

又は振替高
127 531 308 342 140 1,448△1,448 －

計 17,85322,71521,56419,50419,082100,718△1,448 99,270

セグメント利益又は損失（△） 9 △57 △127 △788 915 △48 △92 △140

　（注）１．セグメント利益の調整額△92百万円は、のれんの償却額等であります。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。　

　

　（のれんの金額の重要な変動）

　　重要な変動はありません。　

　

　（重要な負ののれん発生益）

　 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　　

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
30.04円 △14.03円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（百万円）
1,267 △592

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（百万円）
1,267 △592

普通株式の期中平均株式数（株） 42,169,938 42,169,842

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきまして

は、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

   

 平成25年８月７日

郵 船 ロ ジ ス テ ィ ク ス 株 式 会 社 

　　取　　 締　　 役　　 会　　御中  

 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 小　野　敏　幸　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 森　田　健　司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 野　田　智　也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている郵船ロジスティク

ス株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１

日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、郵船ロジスティクス株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、独立監査人の四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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